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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第１回 好きっちゃ折尾東

令和元年７月１３日（土）

令和元年７月１３日（土）９：００～１５：３０ ＠折尾東市民センター

多くの大学生が協力いただき盛り上げてくれました！子ども達の育みに多くの大人たちが関わって、

このまちの様々な魅力だけでなく「このまちの人たちが好き」という感情も育まれるものと思います。

地域力！地域愛！たっぷりの折尾東！！

このまちの魅力がどんどん出てきます！！

このまちの子ども達を育むため、多くの大人たちが

それぞれの熱い想いをもって一丸となっています！

伝統あるものや変わっていくもの。

これらもこのまちの子ども達に伝え、これからのまちを

創っていくという想いを感じました！
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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第１回 好きっちゃ葛原

令和元年７月２０日（土）

令和元年７月２０日（土）９：３０～１２：００ ＠葛原市民センター

子ども達は終始熱心に聞きメモをとっており、このまちへの関心の高さを感じた。屋内のみの講座形式と

なったが、地域の大人たちがまちの魅力を伝えたいという想いをとても感じた温かい講座となった。

台風の影響に配慮し、終日の活動予定を屋内のみの半日に

急きょ変更した。

子ども達を輪に包んでハイタッチの自己紹介から開始し、

この事業のこのまちの中で温かく育まれる構図を感じた。

「このまちのことは、このまちの人に聞く！」ということで

Ｑ＆Ａ方式や、重要部分の板書・復唱など飽きない展開に

努めた。また、久保田氏考案の地図でのパズルゲームは

まちの新旧を楽しく感じるものとなった。
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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第２回 好きっちゃ葛原

令和元年８月２４日（土）

令和元年８月２４日（土）９：３０～１５：００ ＠葛原市民センター＆校区内

何度も行ったことのある場所でも、詳しい人からより深く教えてもらうことで驚きがたくさん！

自分なりの自慢資料づくりを通じて、より一層の理解の深まりと愛着がわいたものと感じました！

第２回講座は、実際にまちを見てみよう！

第１回講座で聞いた様々な話を実際に現地を訪れて感じます。

地元のことは地元の人に聞く！インターネットで検索しても出てこない

その場所・その人ならではの話をたくさん聞けました！

昼食は地域の皆さんにご準備いただいた流しそうめん！天気も良く、

楽しく美味しい昼食となりました！

昼からは自慢シートの作成・発表の練習。ふり返りを行った後は

それぞれの担当を決めて、更に皆さんに教えてもらいながらまとめて

いきました。詳しく記載しすぎて時間がかかりすぎてしまう子も・・・

自分なりの我がまち自慢が準備できました！

来週！折尾東の皆さんをこのまちにお招きします！！
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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第２回 好きっちゃ折尾東

令和元年８月２４日（土）

令和元年８月２４日（土）９：００～１５：００ ＠オリオンプラザ

自分達なりにこのまちの魅力をまとめました。写真や絵などを上手に活用して、素晴らしい自慢シートに

なりました。若い！明るいエネルギーの大学生たちが大活躍！まさに若者よそ者効果が発揮されました！

第１回目講座でたっぷり学んだ

このまちの魅力について、①堀川、

②折尾神楽、③JR折尾駅・東筑軒、

④地域通貨オリオンの４つのグループ

に分かれて、自慢資料の作成をした。

改めて、地域の方々に色んなことを

教わり、自分達なりの自慢シートが

着々と完成しました！

グループごとでの発表練習は少しずつ

上手になっていきました！

助っ人大学生は子ども達と一緒になり

大活躍！！

子ども達は一層、このまちへの愛着が

高まったと思います！
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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第３回 好きっちゃ葛原（折尾東⇒葛原）

令和元年８月３１日（土）

令和元年８月３１日（土）９：００～１５：００ ＠葛原市民センター＆校区内

北九州市を西から東へ、雰囲気の違うまちにも神社と折尾神楽の繋がりもあり、両地域がまち自慢を通じて

出会いました。最初はよそよそしかった子ども達もすっかり打ち解け、次回の折尾東編も楽しみです！

葛原八幡神社の鳥居でご対面！葛原のまちを皆さんに紹介します！

長く雰囲気のある神社の参道をみんなで歩きました。

葛原の子ども達から、神社の歴史や特徴、和気清麻呂のこと、

天井絵のことなどを大きな声で紹介しました！

葛原の地名の由来でもある葛を見てもらい、その成分や活用方法も

紹介しました！小学校では学校自慢の大きな楠の木を紹介しました！

昔のメイン通りである中津街道を一緒に歩き市民センターへ！

地域の皆さんが朝早くから準備してくださったカレーを美味しく

いただきました！昼食後は、大学生メンバーの進行で子ども達の

親睦を深める『フルーツバスケット』名残惜しく２週間後に再会！

折尾からＪＲ
で葛原へ！

安部山公園駅
も特徴的！

いよいよ
初対面！
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ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！
第４回 好きっちゃ折尾東（葛原⇒折尾東）

令和元年９月１４日（土）

令和元年９月１４日（土）８：３０～１５：３０ ＠折尾駅周辺

地域の魅力に深く触れ、学び、自慢をしてより深く愛着が湧いたものと思います。

２つのまちが地域自慢を通じて、地域愛・地域力を高め合いました。

「ぼくのまち、わたしのまちを紹介します！」企画の最終回。

今度は葛原の一行が折尾へ向かいました。電車に乗るにもドキドキ！

折尾駅で熱烈歓迎を受け、東筑軒の立ち売りも披露されました。

折尾高校にまち協手配のタクシーで異動し、堀川で運航していた本物の船を

見て堀川の歴史や機能を紹介しました。堀川に沿って歩き、今に残る伝統を

感じました。オリオンプラザを移動し、変わっていく折尾駅の過去・現在・

未来について紹介しました。地域通貨オリオンの説明では九州共立大学の

学生と演劇にてその活用の場面が面白く紹介しました。折尾神楽の紹介では

本物の衣装などをお持ちいただき、直接手に取って芸能の素晴らしさを感じ

ることができました。名残り惜しいお別れの後、子ども達それぞれの顔写真と

自慢発表が記された「修了証ー北九州パスポート」が授与されました。
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令和元年！『初日の出』

好きっちゃ吉田探検隊！！

あいにくの曇り空で、日の出こそ見えませんでしたが、

新たな時代の夜明けを共有し、

気持ちの良い景色が見渡せました！！
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九州共立大学「共生社会を生きる」～環境と防災～

令和元年５月２１日（火）

１ 日時 令和元年５月２１日（火）9:00～、10:40～（90分×２コマ）

２ 場所 九州共立大学

３ 参加者 九州共立大学 学生（一般科目）120人＋140人＝260人

あらゆるものが共生している社会において、視点を変えて様々なものを見ることにより、その大切さや

尊さを感じることができた。特に、まちやコミュニティに根差した考察を多くの学生からいただいた。

今年度から『地域創造学科』が新設された共立大。

一般科目「共生社会を生きる」は全学生が受講できる。

１５コマのうち、様々な外部講師がそれぞれの視点で

共生社会について話を進める形式である。

終始グループワーク形式で進行し、「共生とは？」という

問いから始めて、身の回りのあらゆるものを見つめた。

自分の苗字について検討したり、正解のない問いに対し

学生に考えていただいた。会場での反応以上に

アンケートでは、それぞれの学生の考察に浸透していた

ことがうかがえた。

共生社会においても、環境と防災について着目し

「地域・まち」を見つめる、「コミュニティ」の大切さ、

「環境」と災害の関係について論じていき、最後に

それぞれの学生が今日からできることを考察した。
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北九州高校『北九学』これからの北九州を描こう！

令和元年５月２２日（水）

１ 日時 令和元年５月２２日（水）１０：５０～１１：５０

２ 場所 県立北九州高校

３ 参加者 全校生徒５００人

一人ひとりの想いが集まると、新たなものを創っていくムーブメントになる。このまちへの愛着をもって

自分の生活やまちを盛り上げていこうというという人がより多くなることを期待したい。

北九州高校の、北九学の講演依頼をいただき、

「好きっちゃ北九州」としてとても光栄である。

本講演は「グローバルな視点を持ち、地域で活躍

する人材の育成」を目的としたものである。

タイトルは『これからの北九州を描こう！』

全校生徒の高校生が３人ずつのグループをつくり

グループディスカッション形式にて進行した。

①北九州弁選手権！

②自分のまちを紹介します！

③１５年前と現在を比べると？

④これから、こんなまちになったら良いな。

各グループを回り、生徒の話を聞くと、問いが

難しかった点もあるが、よく考えていただき、

新たな視点や姿勢を感じてくれたように思う。

これからの未来を描いていくエネルギーを感じ、

大きな力が産まれていくことを信じたい。
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市民カレッジ 地域力アップセミナー
～地域づくりとNPO～

令和元年７月２日（火）

１ 日時 令和元年７月２日（火）１０：００～１２：００

２ 場所 北九州市生涯学習総合センター

３ 参加者 市民カレッジ受講生３２人

各地域での地域力を上げていくために、市内全域から参加されている市民カレッジ。概念的な難しいテーマ

であるにも関わらず、熱心に聴講・議論する姿勢に感激した。更なる地域力の高まりに期待したい。

地域づくりとNPOの関連について、サブテーマとして「公共」分野の担い手について、市民カレッジでの

講座依頼。好きっちゃの活動をヒントに地域とNPOとの上手な関わり合いについて触れ、受講生は各地域で

の実践者であることから、協働や支援の関係づくりファシリテートについて考えていった。

官－民の対立２軸でなく、「共」の存在がますます重要になってくることに触れ、こうした存在意義を

各地域でも明確に認識し大切にしてほしいと話した。

最後のワークショップでは、現在の重要課題である地域包括ケアシステムの構築について、共の領域を意識

して議論・検討いただいた。
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九州共立大学「共生社会を生きる」

令和元年１０月１０日（木）

１ 日時 令和元年１０月１０日（火）9:00～、10:40～（90分×２コマ）

２ 場所 九州共立大学

３ 参加者 九州共立大学 学生（一般科目）12２人＋８７人＝２０９人

社会での様々な場面や課題に対し、主体的な構成員のひとりとして、それぞれが意見や関心をもつことで、

その想いの方向へと必ず進んでいくものと考える。学生にはそれを実感していただく機会になったと思う。

前期に続き、後期も１コマ担当させていただいた『共生社会を生きる』

導入の活動紹介では共立大の学生が活躍していることも紹介し、冒頭ではムーブメントを起こすには

フォロワーシップが必要だというプレゼンテーションムービーを見た。共感することや、少しでも

想いを抱くことが、ムーブメントや社会構成の一員になっていることを印象付けた。

主に、グループディスカッションでのディベート形式で進行した。

賛否両論になりそうな５問の社会課題を提起し、それぞれの意見を出し合っていただいた。

ディベート形式では、半強制的に学生を議論に参加してもらえるため、主体性は感じてもらえたが、

難しい問いに戸惑う場面や、議論に参画できていない様子も見られたが、それぞれ個別に話してみると

自分なりに考えをもっていて、コミュニケーションを促すようにした。
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ＥＳＤ人材育成プロジェクト【北九州ESD協議会コラボ企画】
市民センター館長選択制研修

『地域づくりのキーパーソン育成研修』

令和元年１１月２９日（金）

活気ある地域活動を目指すにおいて、人と人とが協力し合うことが不可欠である。協働は簡単そうで難しい。

これまで暗黙知的に実施されてきたノウハウも具現化することで、より協働のまちづくりが進むと考える。

各地域での活動において、ESDの普及を目指すにあたり、「何をして良いか分からない」「ESDとは」という

課題があり、各地域でのESD活動実践者を育成するプロジェクトである。

選択制の市民センター館長研修の１枠をいただき研修を行った。今回は、ESDの企画そのものではなく、地域

での人が繋がり、活動が発展していくための素地である『協働』について突き詰めた研修とした。

これまで「ぼくのまち、わたしのまちを紹介します」事業を実践してきた４名の館長にご登壇いただき、実施の

感想や協働が生まれたときの話を展開していただいた。それを「話題提起」とした上で、４～５名のグループで

それぞれの経験やノウハウを共有していただいた。

グループディスカッションと全体討議を交互に織り交ぜ、会場全体での質問や意見交換を行うシンポジウム形式

を取り入れた。まちづくり協議会が主体的に関わるためのコツや、職員の士気を上げるための館長と職員との

関係づくりなど、踏み込んだ質問も出た。

「協働」をつくるのは企画や方法論ではなく、長い時間をかけた人間関係や言葉の選び方など、心の持ちようや

内面的・心理的要素が大きいとして、それぞれの参加者に「協働へのこだわり宣言」を付箋に書いていただき、

会場全体でシェアした。

１ 日時 令和元年１１月２９日（日）１４：００～１７：００

２ 場所 北九州市生涯学習総合センター

３ 参加者 市民センター館長111人、社会教育主事・主事補16人、市役所・協議会関係者10人
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令和元年１２月１日（日）

１ 日時 令和元年１２月１日（日）１０：００～１２：１５

２ 場所 九州共立大学 深耕館 S210

３ 参加者 ４７人

地域づくりと一概に言っても、「地域活動」と「市民活動」と大別できる。それぞれの領域を認識し上手く

連携することが重要とした。今回の会においては人材・ノウハウの交流が十分にできたと感じた。

福岡県地域づくりネットワークから、郷土愛による地域づく

りや、多世代交流、地域とNPOの関わりなどについて

話してほしいとの依頼。コーディネーターである原賀さんが

ファシリテーショングラフィックを行った。

一方的な事例提供でなく、参加者どうしの交流も目的として

以下のインスピレーショントークと全体討議を交互に行った。

①好きっちゃ事業の紹介 ②地域の見つめ方

③若者参画・学生との協働 ④あそぼうさいの紹介

参加者それぞれの活動フィールドがあり、見え方の違いや

感じ方の違いを自由に意見交換できた。また、共立大学の

学生達は活動をプレゼンし、学生からの意見も多いに交換

することができ、まさに多世代交流の場となった。

最後にマグネットテーブルにより「これから取組みたいこと」

を掲げて交流をしていただき、アウトプット・成果の残し方

のコツでもあるとして、集合写真も撮影した。

福岡県地域づくりネットワーク北九州ブロック
好きっちゃわがまち！～過去に学び、未来を描く～
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令和元年１２月１４日（土）

１ 日時 令和元年１２月１４日（土）１５：００～１８：００

２ 場所 まなびとＥＳＤステーション

３ 参加者 ４５人

SDGs推進都市北九州の基礎を引っ張ってきたＥＳＤ。

10年以上、盛んに行われてきたこの分野でも、まだまだ

課題はたくさんあり、『基本だけど新しい』講座を実施

することができた。まち全体に多くのＥＳＤの花が咲く

ように、もっと繋がり、もっと進めていきたい。

11月29日の市民センター館長研修に続く講座としての

位置づけで、北九州ＥＳＤ協議会からの依頼。

地域活動におけるＥＳＤが普及しきれていないという

課題を捉え、市民センター館長等の地域活動者と、

北九州のＥＳＤを牽引してきた市民活動者の多彩な方々に

参加していただいた。

まず、地域活動と市民活動に大きく棲み分けたうえで、

ＥＳＤが普及しきれていない現状認識をした。

次に活動の主体は受け手であることを意図できるように

活動や講座の投げ手と受け手の両面からそれぞれの活動

内容を紹介し合った。

全体共有をしながら、それぞれの活動のＥＳＤのポイント

を考察していった。

最後に、『自分なりのＥＳＤ』を一言でキーワードにする

ワークショップを行い、それぞれの活動領域から大切に

したい多彩なＥＳＤのキーワードが生まれ、ＥＳＤの樹に

様々な実が成った。

第１回 ＥＳＤ人材育成研修
『地域活動でのＥＳＤ』～北九州の未来を創るキーパーソン～

14



令和２年１月２５日（土）

１ 日時 令和２年１月２５日（土）１４：００～１７：００

２ 場所 まなびとＥＳＤステーション

３ 参加者 ２５人

３回シリーズの講座であり、①市民センター館長研修では地域住民の「協働」へのノウハウについて、

②第１回研修では自分なりＥＳＤについて、③今回はＥＳＤ実践者としての主体的な関わりについて、

アンケートを拝見すると、実践者としての主体的な姿勢を印象に受ける。参加型の研修効果があった。

「自分なりのＥＳＤ」をアウトプットした前回に続き

自分事や、自分目線でのＥＳＤを感じる主体となる

人材育成の研修となった。今回は、地域活動に焦点を

あて、そこでいかにＥＳＤが普及できるかを考える。

市民活動の分野において、多くのＥＳＤ実践者が

北九州のＥＳＤを牽引されてきた。

地域はまさに土壌であり、地域住民らで種を植え、

皆で育てることに地域活動の価値や面白さがあると

思う。この両者がいかに協働し、新たな、多彩な

ＥＳＤの種から花を咲かせていくか・・・

当団体の活動内容をインスピレーショントークし、

その後、ワールドカフェ形式の参加者どうしの交流

時間を多く設けて、様々な人材の掛け合わせができた。

活動者と地域との協働のあり方に触れつつ、受入れる

地域での課題とそれを克服するためのノウハウについて

特筆して検討し、最後に、参加者それぞれのこれからの

ＥＳＤの取組みや想いを一言宣言していただいた。

第２回 ＥＳＤ人材育成研修
各地域で『ＥＳＤの花』をもっともっと咲かせるには！？
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筒井ＥＳＤ推進いきいきシニア塾
～好きっちゃ北九州活動概要の紹介～

令和元年６月２４日（火）

１ 日時 令和元年６月２４日（火）１０：００～１２：００

２ 場所 筒井市民センター

３ 参加者 シニア塾生６２人

豊かな学びによって、生き生きと過ごされている皆さんに、改めて生涯学習やESDの素晴らしさを実感する

ことができた。また、活躍の場を楽しみにしている喜ばしい印象を受けた。

様々な方面から定例的な学びの機会を楽しみに

している受講生の皆さん。穴生学舎での生涯学習

から移行進化しているESD塾である。

２時間の講演形式で好きっちゃの活動を紹介した。

前半は活動の様子を説明し、後半にはその意義や

狙いを説明したが、学問的な難しくなる後半の

内容ほど皆さんの学びの姿勢は強く、感激した。

自分のまちを外から見る視点において、北九州弁

について考えてみると、人生経験豊富な皆さんに

あっても、「これも北九州弁なん？」「言ってる」

という声が多く、今後もアイスブレイクの手法に

用いたいとの意見もあった。

結語には、今年度に策定された北九州市教育大綱に

触れ、私たちの目指しているところが合致しており

地域一体となった人づくりをしていこうとまとめた。
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NPOと大学生との交流会

令和元年10月25日（金）

１ 日時 令和元年１０月２５日（金）１８：３０～２０：３０

２ 場所 西日本工業大学地域連携センター

３ 参加者 大学生４５人、市民活動関係者１５人

地域づくりやイベント開催にあたり、「若者の参画」は元気なマンパワーのエネルギーを得るのみならず、

新しい風・若いアイデアを吹き込んでくれる。学生が参画しやすい団体運営を一層進めていきたい。

北九州市市民活動推進課の主催で

大学生との協働団体としてお声かけいただいた。

規模感や活動内容など、スゴイ団体ばかりで、

私たちも刺激を受ける交流会となった。

・災害ボランティア「チーム北九州」

・学園＆地域 交流 ネットワーク

・ＮＰＯ法人 フードバンク北九州ライアゲイン

・ＮＰＯ法人 日本ソーシャルスポレク協会

・ＮＰＯ法人 わくわーく

ＮＰＯは、ミッション（目的）をもって組織する

団体であり、それぞれの目標・特徴をもって活動

していることを実感していただけたと思う。

想いを集めて、できるところからまちづくりを

進めて、北九州全体の成果を上げていることを

感じることができた。

後半は学生との意見交換で、様々な話題があがり

私たちにとっても良い経験となった。
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FM KITAQ 『ライフシフト・カフェ』ラジオ出演

令和２年１月１９日（日）

１ 日時 令和２年１月１９日（日）１６：００～１７：００

２ 場所 FM KITAQ

３ 参加者 なし

想いやこだわりを、具現化・可視化していく、また表現していくというアウトプットへのアプローチは

とても重要であり、有用だと改めて感じた。出演というより学び多き機会となった。

「好きっちゃ応援団」でもある、丸山拓哉さんがパーソナリティーをされている、FM KITAQの

『ライフシフト・カフェ』というラジオ番組にお声かけいただいた。隔週の日曜１６時～生放送。

タイトルのとおり、ゲストの生活や活動の中でのこだわりや想いを汲み上げていく番組であり、

上記表は事前のアンケートであり、この確認に仕掛けが見える。

テーマ⇒軸となるものの。現在だけでなく、最近（過去）から今後（未来）から将来への展望へと

気付かなかった想いや大切にしたいものを具現化・可視化していくアプローチである。

丸山さんについては、こうした想いの具現化や、目標のアウトプット化をしかけるワークショップなどを

いつも開催されてらっしゃる。

今回のラジオ出演を通して、改めて活動の意義や、自己表現の方向性を感じることができた。

合わせて、喫緊のイベントも宣伝させていただいた。
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H30年度NPO公益活動支援事業報告会

令和２年２月４日（火）

１ 日時 令和２年２月４日（火）１４：３０～１５：００

２ 場所 コムシティ

３ 参加者 市民活動推進課、審査員２名、傍聴者 計２５人

助成金をいただき、またこうした発表のアウトプットの場を通じて、自分達の団体の取組みの方向性を再考

することができているように感じる。時点時点でしっかりと見つめながら、今後とも取り組んでいきたい。

取組みを継続するために、ヒト・モノ・カネが必須であり、当団体のNPO活動においては、モノよりも

ノウハウ（知）だと考察し、その３要素にてまとめた。カネの部分においては、好きっちゃ応援団など

多くの方から寄付をいただくことができた。また何よりも必要なヒトについては、活動を続けていくうちに

協力者も増えてきており、特に大学生の参画はとても頼もしく嬉しいものである。私たちにとっても、地域

にとっても、子ども達にとっても喜ばれる若いエネルギーの皆さんと引き続き大切に協働していきたい。

平成３０年度の吉田と祇園学童との

好きっちゃ交流と、この事業の継続実施の

ための支援について助成いただいており

一年越しの報告会でのプレゼン。

上記資料は、報告会でのまとめとなる

本旨の部分である。一過性の資金援助で

なく取組みを継続するための支援をいた

だいたという部分が要点である。
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桜！安全安心塾 ～命を守るまちづくり～
足元から自分のまちを見てみよう！

令和元年６月10日（月）

１ 日時 令和元年６月１０日（月）１３：００～１４：３０

２ 場所 桜丘市民センター

３ 参加者 桜丘校区の住民 ２７人

災害や自然地形に恐れるばかりでなく、根本にあってほしい「このまちが好き」という感情。

このまちとともに、生き生きと、安心して暮らしていけるように、まちと向き合って生活したい。

市民カレッジの受講をきっかけに依頼いただいた。

既存のハザードマップでは、あまり危険性が示されていない

桜丘校区。

以前に、地域カルテを実施していることもあり、

まちの魅力や歴史が冊子にまとめられている。

グループワークが馴染まない受講者が多いとの事前相談に

より、基本的には講話形式にて進行する予定として、

自然とおしゃべりや全体討議になるように進行した。

上記写真のとおり、最終的には各班ごとに色んな話題が

あがり、まさにグループディスカッションとなった。

地名や地形から、このまちの特性を考えていき、

それらが教えてくれるこのまちの向き合い方を考えていった。

一緒に謎を解決しながら地域探訪する展開に

参加住民らの興味関心を得たと感じる。

自分のまちをよく知っている桜丘を目指して

一層このまちが発展していく意気込みを感じた。
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八幡西区社会福祉協議会 ボランティア講座
命を守る、防災まちづくり

令和元年６月1８日（火）

１ 日時 令和元年６月１８日（火）１３：３０～１５：３０

２ 場所 八幡西区社会福祉協議会（コムシティ）

３ 参加者 八幡西区のボランティア ２２人

活動が拡がっていくためには、多くの実践者の育成が不可欠であり、こうした講座を通じて仲間が増えて

いくことは本当に喜ばしい。体験を交えながらの楽しい講座になった。

社会福祉協議会の進めるボランティア育成に関する

講座で、防災をテーマに３回講座の初回。

後の講師が災害現場をよく知る方々であり、

災害発生前の防災の取組み、まちづくりとしての

取組みについて特出して講座を行った。

市内各地での防災まちづくり事例の紹介については

地名や地形などの地域の見つめ方や

時間軸を考慮した対応の仕方、地域コミュニティで

の取組みの重要性等を説明した。

受講者が各地に持ち帰って活動が拡がるべく

５つの「あそぼうさい」を実施した。

①災害はどこに命中！？ボール投げ

②災害伝言ダイヤル１７１の体験！

③チャレンジ！無線機で情報を伝えよう！

④トイレットペーパーの芯に学ぶ！震源地はどこ！？

⑤災害『ぶたのしっぽ』ゲーム

まとめでは皆さんに『一言宣言』を記載いただいた。
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松ヶ江南市民センター市民講座
大人の生涯楽習 めだかの学校

このまちの大雨災害～地形を見つめよう～

令和元年６月1９日（木）

１ 日時 令和元年６月１９日（木）１０：００～１２：００

２ 場所 松ヶ江南市民センター

３ 参加者 松ヶ江南校区住民 ４８人

自分たちのまちを見つめていくことにより、このまちで生活するための心得が見えてきた。

深刻な話題であるにも関わらず、受講者らは自分ごととしてしっかりと向き合っていたことに感銘を受けた。

昨年７月の西日本豪雨の際、相割川の洪水と、

櫛毛川の決壊にて、多くの被害があったこのまち。

市民センター主催の生涯学習講座にて企画いただき、

自治会には回覧にて講座の宣伝をいただいたところ

予想の倍以上の参加をいただき関心の高さがうかがえる。

既に災害を間近に感じているこのまちであるが、

地名が海に由来していることから始め、金毘羅神社が

海の守り神として建立されている位置関係から

埋立地からみる現在の海岸線とは本来の地形が異なる

ことが分かる。

名前も知られていないような川の水源まで辿ると

多くの水が集まっていることや、先人たちの苦労により

ため池が整備されており、その機能の大切さを感じた。

地形から想定される自然災害や、時間軸に沿った

対処方法などを受講者とともに検討を進めた。

根本にある地域愛を感じつつ、有意義な講座となった。
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『若松市民塾』 防災をテーマに見つめよう！
～若松を、感情を、これまでとこれからを～

令和元年６月２６日（水）

１ 日時 令和元年６月２６日（水）１０：００～１２：００

２ 場所 若松区生涯学習センター

３ 参加者 若松区全域からの塾生７２人

歴史や伝統が溢れるまち若松。穏やかな暮らしのなかにも、自然や地形と向き合って、安心して生活したい。

地域のコミュニティが何よりも重要で、受講者の今後への意欲も感じとることができた。

若松区役所が事務局であるが、塾生たちの豊かな

学びの場を継続する「若松市民塾」

出水期前に防災をテーマにした講座依頼。

若松区全域からの参加であることや、受講生は

各地域での活動実践者が多いということもあり

持ち帰って実践できる内容を多く取り入れた。

まず、若松や自分のまちの好きなところを発表し

合い、地域愛と防災が表裏一体であることを確認し

このまちの歴史や地名が何を継承しているのか

順に考えていった。

最後に伝言ゲームの体験を実践し、協力者が増える

につれ、情報が早く伝わっていくのを実感した。

感想を附箋に書いていただいたが、「地域での

声かけ」が多く、今後の発展が期待できる。
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午前１０時のサロンあしはら
～自分の命は、自分で守る～

令和元年６月２７日（木）

１ 日時 令和元年６月２７日（木）１０：００～１２：００

２ 場所 足原市民センター

３ 参加者 足原校区住民６４人

自分のまちのことを順次掘り下げて考えていくことで、自分ごととして向き合える。またおしゃべりを通じて

皆さんの意見を参考にしたり、発言することにより、自分の行動のきっかけにもなるように感じた。

みんな de Bousai まちづくり推進事業により、

足原校区防災計画を策定し、住民の情報伝達や

毎年のBousai訓練を継続しているこのまち。

高齢女性が多く、いつも楽しみにしておられる

サロンの場で、出水期前の防災の話題について

依頼をいただいた。

それぞれの自宅の場所や形態によっても興味関心が

異なると想定し、前半は地震、後半は大雨について

講座を進行した。

グループワークには慣れていないとのことだったが

おしゃべりやゲーム中心に話題を展開したことで

皆さん上手に議論されていた。

各家庭での備えや、大雨による早めの避難など、

アンケートを拝見すると、それぞれ持ち帰れるものを

得たように感じる。

24



緑丘中学校・藤松小学校・西門司小学校 ３校合同家庭教育学級
『子どもたちの育つこのまちを知ろう！』～先ずは足元、そこから防災～

令和元年７月４日（木）

１ 日時 令和元年７月４日（木）１０：００～１２：００

２ 場所 西門司市民センター

３ 参加者 緑丘中学校区（藤松・西門司小学校区）住民・ＰＴＡ ５８人

切実なテーマに関わらず、自分のまちの魅力と表裏一体の進行に、「楽しかった」の声が多く、自分達の

まちで、自分達の子どもを守るんだ！という、このまちならではの取組みが生まれそうな予感がある。

中学校区に属する２つの小学校を合わせた３校合同

の家庭教育学級で、西門司の地域の方々も追加参加

いただいた。テーマは「このまちを見つめる」

初の机上探検隊形式で、A３の校区マップに魅力の

候補地を示しておき、写真の場所を検討する。

自分たちのまちのことでも、詳細まで分からず、

参加者どうしで話し合う場面が見られた。

今回は、地域の特色や災害との関連がある場所を

ピックアップしており、順にストーリー立てて

話していくと、参加者の興味関心も沸いてきた

ように感じた。

最後は、傾斜や川の多いこのまちで、「絶対に

子どもの命を守るには？」という問いに対して、

様々な議論が生まれ、「地域でも子は鎹」であり

一致団結してこの難しい問いにチャレンジして

いこうと雰囲気になった。
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老松市民センター防災まちづくり講座

令和元年７月３１日（水）

１ 日時 令和元年７月３１日（水）１３：３０～１５：３０

２ 場所 老松市民センター

３ 参加者 老松地区の住民 １８人

災害や自然地形に恐れるばかりでなく、根本にあってほしい「このまちが好き」という感情。

このまちとともに、生き生きと、安心して暮らしていけるように、まちと向き合って生活したい。

市民センターの生涯学習講座として開催。

１ヶ月後の２回連続講座として実施。

古野陽一さんと二人で担当する構成。

古野さんがファシリテート、入門がレクチャーという

役割分担。まさに、地区Bousai会議のプレ事業のような

イメージで取り組んだ。

古野さんのファシリテートで話しやすい雰囲気づくりで

展開した。

ハザードマップの明示の有無に関わらず、どの参加者も

災害に対する認識は高く、それぞれに自分の行動を考え

ている部分や、逆に何もできていない自分に気付くこと

ができたように感じた。

地名や地形の話から、このまちで備えるべきハザードは

マップのとおりではないことを認識し、改めてこのまち

を見つめていくことを話した。

そんな話から参加者からも、「ここには川があった」

「この場所は水があふれたことがある」などの、この地

での過去の状況をうかがうこともできた。

連続の第２回目講座が楽しみである。
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老松市民センター防災まちづくり講座

令和元年８月２６日（月）

１ 日時 令和元年８月２６日（月）１３：３０～１５：３０

２ 場所 老松市民センター

３ 参加者 老松地区の住民 ２５人

住民主体の防災まちづくりを進めるにあたり、そのまちのカタチに合わせていくことは必須である。

コーディネートをするにあたっても、変幻自在に対応できることが大切であると感じた。

１ヶ月前の生涯学習講座からの続きとして開催。

第１回から続けて参加いただいている方も多く、また

今回初めて来たという方も多数おられた。

今回も、古野陽一さんと二人で担当する構成で、

古野さんがファシリテート、入門がレクチャーという

役割分担。序盤では前回話した内容も改めて説明し、

参加者どうしで前回講座を思い起こすワークから開始。

地区Bousai会議に進んでいくイメージで、それぞれの

意義や内容について説明するとともに、住民目線での

感想や感覚を話し合ってもらった。

上がった意見を４つのステップとその前後に分けて、

左写真のようにまとめた。

また、最後には地区Bousai会議を実施するとすれば

どのような課題があるか具体的に話し合った。

ひとつのまちづくり協議会に２つの自治区会がある

このまちならではの課題や、地区社協での取組みとの

並行や活用についての意見も出てきて、そのまちに

合わせながらの実施も大切であると感じた。
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貴船保育園 家庭教育学級 『防災講座』
災害時、我が子の命、どうやって守りましょう？

～貴船町の災害、災害時の保育～

令和２年２月１５日（土）

１ 日時 令和２年２月１５日（土）９：０５～１０：２０

２ 場所 貴船保育園

３ 参加者 貴船保育園保護者、職員 計７２人

どの保護者たちも、自分自身よりも子どもの身の安全を願っている。自然災害とハッキリと向き合うことで

まさかの事態でも、絶対に子どもの命を守るという想いが会場全体に広がっていたように感じた。

ほとんどの保護者が参加する年に２回の保育参観にて、防災をテーマとした講演を依頼された。

保育園の課題として、大雨の際の避難情報が発令されたときにも、保育園を閉演することはできず、

子どもを預からざるをえない。先生方の想いと各保護者の気持ちを揃えるために、それらを取り上げる

こととした。

まず、地名・地形についての解説。「貴船」は水の守り神であり、全国津々浦々に同地名が多く存在する。

町内にも貴船神社があり、紫川のすぐ近くのこのまちは、水の流れと共存・共生してきたまちである。

地形を見てみると、川の堤防よりも低い地形がずっと続き、洪水時の危険性はかなり高い。

シナリオにそって、保護者の感情と、子ども達や保育する先生方がどういう危険や不安を抱えていくのか、

また、迎えに行く保護者がどんな危険と向き合わなければならないのか。順に解説していき、時折、

隣同士で話し合う時間を設けて、主体的に感想を述べ合うように配慮した。
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令和２年３月１８日（水）

１ 日時 ①令和２年３月１０日（火）10:00～12:00

②令和２年３月１８日（水）14:00～16:00

２ 場所 筒井市民センター

３ 参加者 筒井校区社会福祉協議会役員等 ①8人、②7人

２回にわたる「企画会議」であり、地域での中心メンバーに決定した内容で協力を仰ぐのではなく、

ゼロからともに取組んでいくことを目指した、協働の地域づくりの好例であったと感じた。

昨年度、ボランティア養成講座にて、「自分のまちを見つめる防災まちづくり」を実施して御縁で、

次年度の防災まちづくりについての企画会議ということで、コーディネートの依頼を受けた。

校区社会福祉協議会の主催にて、２回続けての開催である。

新型コロナウイルスの感染拡大を危惧し、スクール形式かつ参加者の距離を開けての会議となった。

第１回目では、地域特性の確認、防災まちづくりの要点、地域課題の洗い出しを行った。

第２回目では、具体的な取組みについて検討していき、まず方針としての参加メンバーの取組みへの合意を

行った。次に、実施方針を確認し、内容の薄い「面的な広がり」ではなく、「点での広がり」を大きくして

いくということに決定した。また、回数を重ねるごとに参加者が参加者を呼ぶような「楽しい」取組みと

することとする。次年度の後期頃に、複数回の連続講座を開催する予定であり、「地域を見つめる」方式と

学童保育クラブの子どもを巻き込んだ「楽しい防災」の２点が中心テーマとなりそうである。

詳細は次年度になって調整をすることとし、子ども向けの防災については「あそぼうさい」でのコラボも

検討していく。

筒井校区 防災まちづくり 企画会議 コーディネート
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第１回 大蔵・河内地区Bousai会議

令和元年９月２１日（土）

１ 日時 令和元年９月２１日（土）１３：３０～１５：３０

２ 場所 大蔵市民センター

３ 参加者 大蔵・河内地区の住民 ５８人

その土地の歴史や地形と向き合うことで、例えばハザードマップからは把握でいない本質が見えてきました。

このまちならではの取組みを進めていこうという意気込みが増してきたように感じました。

令和元年度の「みんなde Bousaiまちづくり推進事業」は、大蔵・河内地区を担当する。

「大きな谷」を意味するこのまちは、その名のとおり中央に大蔵川が流れる傾斜のあるまちであり、八幡の

発展の礎となった河内貯水池は、池の底に沈んだまちの記憶がある。国境石や地形をヒントに、貯水池建設と

ともに、本来の川の流れが変化し、貯水量を越える雨が降った場合の水量の危険性を認識できた。

少なからず大雨災害への危機感があったこのまち。Bousai会議をきっかけに、犠牲者ゼロ、命を守るまちづくり

への取組みが大きく進みだした実感となりました。

30



第２回 大蔵・河内地区Bousai会議

令和元年１０月１９日（土）

１ 日時 令和元年１０月１９日（土）１３：３０～１５：３０

２ 場所 大蔵市民センター

３ 参加者 大蔵・河内地区の住民 ６７人

基盤となる町会を活かしながら、災害に備えた地域のカタチを見直すことが進んでいます。次回は実践訓練。

情報を伝達し、防災隣組ごとに緊急避難場所へ避難します。命を守る実践的な取組みが進んでいます。

第２回目の地区Bousai会議は、１回目に参加していなかったが

評判などを聞いて参加いただいたという方が３分の１ほどおり、

地域のなかでの声かけが広まっていたものと思われる。

第１回のふり返りで、講評であった地形等の話と、関東等を襲っ

た台風第１９号について解説した。犠牲となった事例や地域での

取組みにより多くの命を救った事例を紹介し、一足飛びにはいか

ないが、こうした地域を目指し取り組んでいこうと再確認した。

第１回は方向性や気持ちを揃える内容が主であったが、今回は

より具体的な検討が進んだ。

まず、声かけや行動の単位となる運命共同体の「防災隣組」の

組織化について検討した。基盤の町会がしっかりしており、組を

そのまま活用する町会や、それを細分化する町会、道路や立地の

状況から既存の組ではない、防災用の組を再編成する町会もでて

きた。次に、町会組織を活かした連絡網について検討した。

町会長ひとりの負担にならないようにする分担制やメール等の

活用の意見がでた。最後に、地域のなかで命を守ることができる

緊急避難場所について確認した。
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第３回 大蔵・河内地区Bousai会議【訓練】

令和元年１１月３０日（土）

１ 日時 令和元年１１月３０日（土）１３：３０～１６：００

２ 場所 大蔵市民センター（校区全域、各町会）

３ 参加者 大蔵・河内地区の住民 約８００世帯

実施する度に、参加者が増えている大蔵・河内地区。今回の訓練においても、相当な数の住民が参加しており

まだ全容は明らかになっていないほど。共通の地域課題に向け、真摯に、ひたむきに一歩ずつ進んでいる。

第３回となる今回のBousai会議は訓練！

予定時間の無い訓練であり、いつ始まり、いつ終わるかは

不明・・・。『情報伝達』が主眼である。

各町会を基盤とした情報伝達を行うことがきまっており

自治区会長から町会長へ、町会長から各組や防災隣組へ

情報が伝達された。

防災隣組ごとに「緊急避難場所」を決めていただいており

情報を受けた後、その場所へ避難訓練していただいた地域

もあった。

この訓練に向けて、各町会を基盤に準備が進められてきた

とのこと。電話番号の確認、順番の修正、隣組の再編成

など、実質的な連絡網の見直しや作成を進めていただき

取組むが故に様々な課題が浮かび上がってきた。

耳の遠い近隣者、町内会未加入世帯のこと、日頃からの

人間関係や人付き合い・・・。日常に潜む課題がこの機会

に把握できたことを「良かったこと」と実感いただいて

いることは大きな成果である。

共助の力で、自然災害から一人も犠牲者をださない！

またひとつ、大きな一歩を踏んだように感じた。
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第４回 大蔵・河内地区Bousai会議

令和２年１月１８日（土）

１ 日時 令和２年１月１８日（土）１３：３０～１５：３０

２ 場所 大蔵市民センター

３ 参加者 大蔵・河内地区の住民 ５４人

情報伝達については、ある種の「組織論」である。今回踏み込んだ、地域の情報や不安の気持ちを共有するの

は、「感情での共同体」になっていくものである。不安なことがあってもすぐに共有できる地域を目指したい。

第３回目のBousai訓練では、７４３世帯もの住民が「情報伝達」

に参加した。

町会毎にどれほどの参加者にするかを検討いただき、組長までで

あったり、全員であったりと、町会により異なったが、これほど

の規模になるとは想定していなかった。

訓練を実施し、「やって良かった」との声を多く聞き、住民どおし

の『日頃からのコミュニケーションがやっぱり重要』との感想を

得た。

また、実際の災害は予定どおりにはいかず、今回の連絡を待つ時間

さえ、そわそわしたとの感想をいただいた。

第４回会議では、訓練での感想や成果を共有した後、「避難判定

ルール」を検討していくこととした。

町会を基盤に、どのような状況になったら、ご近所ネットワークの

声かえをスタートするのか。災害が危惧される状況や、避難先の

場所、また住民の移動スピードなど町会により状況が異なる。

行政からの避難の情報や、気象の情報を活用し、『早めの避難』を

考えつつも、住民でしか知りえない「地域の情報」については

速やかに共有し合う体制を築いていくこととなった。

次回は地区防災計画をまとめる作業に入っていく。
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中島校区Bousai会議 フォローアップ

令和元年５月２２日（水）

１ 日時 令和元年５月２２日（水）１９：００～２０：３０

２ 場所 中島市民センター

３ 参加者 中島校区住人（町内会長・組長） ８０人

春には桜がキレイな紫川のある中島校区。春の訪れを楽しむことと同じく、大雨時には適切に避難する。

恐れるのみならず、地域愛のもと、自然との共生を目指していきたい。

平成２９年度に実施したBousai会議。

そのときに作成して「中島校区防災計画」を

あらためて確認。概要版を配布するとともに、

新想定のハザードマップを見て、この計画の

実効性を高めていくことを確認。

毎年の訓練や、連絡網の確認などを行う。

また、避難場所としてのマンション３階の

集会室を提供する話や、近隣施設との連携に

ついて意見が挙がった。

命を守る「４つのステップ」について、

あらためて確認。

２階以上へ避難の徹底と、ご近所での対象者の

把握を行っていく。

避難判断となる水位計を、Bousai訓練では

イベント要素を盛り込みつつ、確認しに行く。

42



中島校区Bousaiウォーキング（訓練）フォローアップ

令和元年６月９日（日）

１ 日時 令和元年６月９日（日）１１：００～１３：００

２ 場所 紫川流域（徳力嵐山口～中島校区）

３ 参加者 中島校区住人 ３０人

こうした啓発活動は、楽しく継続できる仕組みづくりが重要である。地域特性から、川に沿ってウォーキング

を楽しみながら、川と向き合う機会を作っているこの取組みはとても素晴らしいと感じる。

「中島校区防災計画」にて、

●毎年６月上旬に訓練を実施する。

●桜橋の水位計で「避難判断水位」に達すると

中島校区住民独自で避難開始を始める。

ことと定めている。

昨年度と同様に、初夏のウォーキングイベントを

企画し、健脚の住民が自分のまちを目指し歩いた。

１１：００ 徳力嵐山口駅重合

１２：００頃 紫川河畔公園で昼食

避難判定の基準となる水位計を実際に確認して

川の構造や、水位の上がりやすさを実感した。

また、カメラの位置や、インターネットで見ら

れる映像も合わせて確認した。
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平野地区Bousai会議 フォローアップ

令和元年５月１９日（日）

１ 日時 令和元年５月１９日（日）１０：３０～１２：００

２ 場所 西台良つどいの家

３ 参加者 前田第３地区社協役員 ４０人

山とともに生きるこのまちで、山を見上げると、峰や谷の地形がうかがえる。そこに川があり水の流れを

感じる。このまちならではの、地形を見つめた対策を進めていきたい。

平成３０年度に実施したBousai会議。

そのときに作成した「平野地区防災計画」を

あらためて確認。

概要版をもとに、４つのステップをはじめとした

計画の内容を確認した。

参加住民とともに、このまちの地形を考えて

水の流れや避難の方向性について話し合った。

行動のきっかけは、ご近所での声掛けが有用で

あることを改めて認識し、あいさつをはじめと

した日頃からのコミュニケーションを重要視して

いこうという意見がでた。

会長をはじめとした地域住民により、協定を結んだ

堅牢な建物への避難についても確認した。

次回は、市民センターでのBousai訓練！
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平野地区Bousai訓練 フォローアップ

令和元年６月６日（木）

１ 日時 令和元年６月６日（木）１０：００～１２：００

２ 場所 平野市民センター

３ 参加者 平野地区の住民・市民センター職員 ６０人

このまちの特徴に合わせた、イベント型の防災訓練となった。難しいテーマではあるが、楽しく、多くの方で

継続して実施する事が重要である。地域主体の良いイベントとなった。来年度にも期待☆

平成３０年度に作成した「平野地区防災計画」に基づき、

毎年６月上旬頃に防災訓練を実施することとされており、

市民センターでの定例の火災避難訓練と合わせて、

多くの住民が参加し、イベント型の防災訓練を実施した。

前半３０分：火災避難訓練

中盤６０分：好きっちゃコーディネート

後半６０分：非常食カレーを食べる！

地区防災計画のふり返りには、①気象の状況、②このまち

の特性に着目し、備えるべき理由から確認をはじめ、

「今年も８割がた大丈夫だろう」と「山の形ボール投げ」

ゲームにより、楽しく実感した。

住民が出演し作成したオリジナルムービーをもとに、

『命を守る４つのステップ』を確認し、それぞれの項目で

内容を確認した。

最後に、行動のきっかけは住民の声かけであることを前提

とし、情報伝達のデモンストレーションを行った。

情報を受けた人は起立し、他の参加者へ伝達を行う。

情報を受けた人が多くなる後半は一気に情報が伝わって

いくことを実感した。
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足原市民センター生き生き子ども講座

令和元年５月１１日（土）

「NPO法人好きっちゃ北九州」により
防災を楽しく学ぶ！「あそぼうさい」を実施しました！

災害ぶたのしっぽ 〇×クイズ

山の形ボール投げ トランシーバーで助けを呼ぼう！

このまちをもっと好きになって、このまちで安心して暮らしていくために大切な防災を学びました。
今日の話を、お子様と保護者さまとで、ご家庭のなかで話し合ってみてください！
みんなの元気をもらい、楽しく遊べました！ありがとうございました！ 【NPO法人好きっちゃ北九州】

何気ない日常のなか、突然の災害・・
地震のときは素早く逃げた人が勝ち！

えー！？それが正解なの！？
家でも話し合ってみましょう！

なんで真ん中に集まるのー！？
雨の水が集まる山の形と同じ！

トランシーバーは初めて使ったかな？
災害時には、一人一人助け合おうね！
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明治学園高等学部 あそぼうさい指導

令和元年６月１１日（火）

１ 日時 令和元年６月１１日（火）１５：３０～１７：００

２ 場所 明治学園高等学部

３ 参加者 プロジェクトメンバー６人

若いエネルギー溢れる力が、次世代の防災教育の育成に力を注いでおり、とても頼もしい。

彼女らは、指導した小学校上級生が下級生に伝えられるよう工夫したいと意気込んでおり、「伝えていく」

ということがとても魅力的だと改めて感じた。

昨年度イオンモール八幡東でコラボした明治学園

高等学部の生徒が、防災・減災をテーマに研究・

実践しており、あそぼうさい活動での指導を

行った。

彼女らは、市教育員会と掛け合い、小学校での

任意の取組みにて、あそぼうさい授業を実施して

いる。

昨年度、３月１１日に実施した様子【左写真】

今年度も同様に実施する予定であり、新たな独自の

あそぼうさいゲームを考案しており、それらの

留意点について指導を行った。

また、楽しく実施することや、直後のみならず

長い記憶の定着に繋がるような取組みが重要で

あると話し合った。

【下写真：H31.3.11.@井堀小学校での指導】
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北九州市立大学防犯・防災プロジェクトMATE’sコラボ事業
『萩っ子きらきら隊』～あそぼうさい～

令和元年７月６日（土）

１ 日時 令和元年７月６日（土）９：００～１３：００

２ 場所 萩ヶ丘小学校

３ 参加者 萩ヶ丘校区（子ども４2人・地域２７人）学生１６人

防災や安全・安心において、地域コミュニティは最も重要なテーマであり、

この創造においては、こうしたイベントを通じることが有用であると感じた。

小学生たちが夏を感じるこのイベントに、楽しく防災を学ぶ「あそぼうさい」

を取り入れてほしいとの依頼。北九大MATE’sの皆さんに協力いただき、

実施した。

七夕飾り・絵本読み聞かせ・流しそうめん・スイカ割りなどのお楽しみと、

防災〇×クイズ、身近にある物でのグッズ作りを行った。

懐中電灯とペットボトルを用いたランタン作りでは、体育館を真っ暗にして

灯す明かりが子ども達の記憶にも残ってくれることと感じた。

大学生が地域に入って、協働・支援のカタチをつくるにおいて、そのバランス

感覚が重要であり、「やりすぎない」「お客さんにならない」立ち位置を学ん

だように感じる。また、地域側においても、これらのサポートが＋@としての

機能であり、あくまで主体は地域であることを認識できたと感じる。

アンケートからも子ども達の地域住民への感謝も読み取ることができた。
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大里南市民センター講座 あそぼうさい～ゲームで防災体験～

令和元年８月１７日（土）

「NPO法人好きっちゃ北九州」により
防災を楽しく学ぶ！「あそぼうさい」を実施しました！

災害ぶたのしっぽ

災害伝言ダイヤル１７１

台風ボーリング

どこに命中！？災害ボール投げ

このまちで安心して暮らしていくために大切な防災を、体験しながら学びました。
この講座でのことをご家庭のなかで話し合ってみてください！
皆さんの元気をもらい、楽しく遊べました！ありがとうございました！ 【NPO法人好きっちゃ北九州】

何気ない日常のなか、突然の災害・・
地震のときは素早く逃げた人が勝ち！

「大丈夫だよ」を伝えることが
一番大切！安心を作るメッセージ！

台風の進路のメカニズムを実感！
巨大化するほど直撃しやすい・・

狙ってもなかなか当たりません・・・
でも災害はどこかに必ず起きます

防災グッズ暗記ゲーム

１０個全部、覚えました！！
ご家庭でも復習してみましょう！

非常食の試食
いざというときのために
日頃からの備蓄が大切！
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【児童：１７９人、教職員３０人、地域住民５５人、学生１８人が参加】
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天籟寺市民センターいきいき子ども講座 あそぼうさい

令和２年２月１日（土）

市民センターの子ども講座を、あそぼうさいで盛り上げたい！との思いから始まったこの講座。

想定より多くの子ども達が来てくれ、楽しみながら、肌で感じながら防災を体感しました！

１ 日時 令和２年２月１日（土）１０：００～１２：００

２ 場所 天籟寺市民センター ３ 参加者 １９人

新規のネタを多く実施したあそぼうさい講座！おなじみの、災害ぶたのしっぽ、台風ボーリングは

グループに分かれて実施、盛り上がりました！後半に、台風の風をイメージして、家の中を避難する！？

台風の位置によって、危険な窓が変わることもよく分かりました！節分にちなんで鬼も登場！(笑)

また、天籟寺の地名とも関連している風の集まり方も肌で感じました。

最後に、防災ビンゴ！今日のまとめと合わせて、ふり返りながら、プレゼントをもらいました！
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令和元年１０月２３日（水）

１ 日時 令和元年１０月２３日（水）18:30～20:30

２ 場所 サイゼリア 小倉駅前 I’m店

多彩な人材がつくりだす『あそぼうさい』生活や災害のカタチは様々であり、多くの方が関わっていただける

ことによって広く深くなっていくものと感じている。今年もとっても楽しみ！！

昨年度、イオンモール八幡東で初開催した『あそぼうさい in 北九州』 好評につき今年度も開催すべく

関係する団体・個人の皆さまが集い、キックオフ会を食事を交えて行った。

イオンモール八幡東には懇意にしていただき、令和２年２月２２日（土）の開催を予定しており、さらに

北九州活性化協議会（KPEC）の行う『1000人の夢寄金』から４０万円の助成をいただくこととなった。

企画の内容のみならず、こうして多岐に及ぶ人財のネットワーク化、ノウハウの集約が評価されている。

助成金は、今年度のあそぼうさいの共通項目の必要経費（チラシの作成や会場説明など）に充てるとともに

来年度以降のこうしたランニングコストを生み出す仕組みづくり（ノウハウのパッケージ化、アウトプット、

HPの立ち上げと発信、応援者・協力者の獲得）を目指す。

あそぼうさい＠イオンモール八幡東 キックオフ会

【参加団体】

・ＮＰＯ法人好きっちゃ北九州
・ＮＰＯ法人里山を考える会
・Ｓａｙ！輪
・北九州市立大学Mate’s
・九州共立大学子育て支援班
・明治学園防災・減災ＰＪ
・ＮＰＯ法人わくわーく
・生き方のデザイン研究所
・八幡駅前開発前田謙さん
・ＥＳＤ原賀いずみ先生
・ＯＫＪエアロビ高戸里美先生
・北九大勅使河原航先生
・キッズワーク大久保大助先生

１３団体、２４名
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令和２年１月１８日（土）

１ 日時 令和２年１月１８日（土）18:00～19:30

２ 場所 環境ミュージアム

３ 参加者 あそぼうさい協働者２３人

あそぼうさいについては、「子ども×防災」を真ん中に

置き、多彩なジャンルの人達が集い創り上げるとても

素敵なイベントであることを改めて実感できた。

2/22に開催する第２回あそぼうさい＠イオンの

『事前交流会』を開催した。

当NPO法人含む５団体が実行委員会という位置付けて

全体として並列の共同体であるが、幹事的な役割を果たす。

昨年度始めたこの取組みであるが、「人材ネットワークの

構築」も狙いとしてあり、「もっと交流したかった」と

いう意見があり、今回の交流会を企画した。

趣旨説明や企画・準備の留意点などを説明もしつつ、

主となる点は交流の注力した。

話しやすいようにグループごとに活動内容の紹介などを

していただき、全体で「他己紹介」にてシェアした。

それぞれの活動はとても興味深く、きっと多彩な面白い

イベントになることと思う。

終了後には、イオンの会場確認を行い、第１回目からの

参加者も多く、イベント当日に円滑にを実施できるように

準備をすすめたい。

あそぼうさい＠イオンモール八幡東 事前交流会
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令和２年２月２２日（土）

１ 日時 令和２年2月２２日（土）10:00～16:30

２ 場所 イオンモール八幡東

３ 参加者 親子連れ 900人

見えない敵に対し、心配性ヒーローの理念のもと、こわがって中止を判断した。防災や身を守る根本に

ついて改めて考える機会となった。この中止の逆境のなか、子ども達へのメッセージとしてムービーでの

表現を作ることができた。手話バージョンや振付の解説付きなど、多くの方々に広まっていってほしい。

見えない敵「新型コロナウイルス」の

感染拡大を危惧し、好きっちゃも参画

するあそぼうさい実行委員にて

『イベント中止』を決定した。

この「あそぼうさい」プログラムが

人と触れ合いながら遊ぶことや

スタンプラリーで回遊することなど

その特性上、感染対策が難しいことが

中止決定の大きな要因となった。

主にチラシでの宣伝であったため

即時性のある広報発信ができず、

900人の親子連れが来場いただいた。

申し訳ない気持ちで少しのプレゼントを

渡すのみとなった。

そんななか、YouTubeにて配信する

『ムービーコンテンツ』を撮影した。

太めパフォーマンス、九州共立大、

北九大MATEs、生き方のデザイン研究所

の皆さんでの協働作品となった。

あそぼうさい＠イオンモール八幡東【中止⇒ムービーコンテンツ作成】
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あやめが丘小学校 防災教育モデル授業

令和元年１０月２日（水）

１ 日時 令和元年１０月２日（水）9:45～11:35（45分×２コマ＋20分休み）

２ 場所 あやめが丘小学校

３ 参加者 小学４年生２クラス ６７人

日常生活に突如起こる災害。怖い、自分事ではないと思ってしまいがちだが、子ども達もしっかりと向き合っ

てほしい。この授業では楽しさを織り交ぜながら体験し、地域住民や市民活動での防災を実感できたと思う。

令和２年度からの小学校学習指導要領の改訂では

小学校４年生以上で防災教育カリキュラムが充実される。

その土地に合わせた内容を実施すべきで、北九州市も

教育委員会をはじめ実施内容を検討している段階である。

社会科の研究モデル校でもあるあやめが丘小学校にて

「市民活動における防災」というテーマで２コマ実施。

前半は防災啓発の紹介として『あそぼうさい』を体験。

①チームで〇×クイズ、②防災グッズ暗記ゲーム、

③災害伝言ダイヤル１７１、④伝言ゲーム、

⑤バケツリレー、知識ではなく姿勢による防災が大切

であり、助け合いが根幹であることを体感した。

後半は地域住民による防災対策を体感すべく

「地区防災計画体験ロールプレイゲーム」を実施した。

校区内の住居配置に合わせご近所さんチームを作り、

仮想の地区防災計画を配布し、カードにて事象や状況が

順次示され、災害の兆しの緊急性の度合いに応じて

避難ルールに達するかをチェックする。

教室の前と後ろに避難先が分かれており、チームごとに

一緒に避難行動を体感した。
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共助のコミュニティセンター
ロールプレイゲーム『はぎがおカード』

令和元年１１月１３日（水）

１ 日時 令和元年１１月１３日（水）１４：００～１４：４０

２ 場所 萩ヶ丘市民センター

３ 参加者 萩ヶ丘校区のクラブ関係者等 ３１人

ゲームをツールとして、参加者どうしが触れ合う仕組みづくりは有用であると改めて実感した。

それぞれ思いやり、助け合える地域づくりが一層深まるプログラムを開発・実践できた。

文化祭のふり返り会の多彩な人材が集まる場を活用して、

市民センター利用者の助け合いや繋がりづくりを目的とした。

ともに取り組むためには「共感」が必要であり、突然の地震

発生をテーマに助け合いながら屋外へ避難する企画。

当初の居場所と実施内容が書かれた「はぎがおカード」を１枚

ずつ配布し、自由に楽しんで活動していただくものである。

「助けてください」を堂々と、遠慮せず、笑顔で言うことを

遊び方のルールとし、参加者どうしで楽しく取組んだ。

負傷者を助けるのに人を集めたり、様々なアクシデントを攻略

していった。安否確認の点呼の場面ではリーダーが現れたり、

気配り・目配りされる方など、様々なドラマが多く生まれた。
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福岡大学法学部 九州地方政策

令和元年１１月２６日（火）

１ 日時 令和元年１１月２６日（火）１４：４０～１６：１０

２ 場所 福岡大学

３ 参加者 福岡大学法学部 学生７０人

防災まちづくりについては、知識ではなく姿勢が重要

であること。命を守るには行政（公助）ではなく、

自分達（共助）であり、自分達の力で創っていくことが

できるとお話させていただいた。

昨年度に続き、福岡大学法学部の授業科目の一部の依頼を

いただいた。防災政策を学ぶ科目であるが、行政機関から

の活動紹介が多く、地域活動・市民活動の分野における

実践内容を示すことが目的である。

初めて９０分間全て講義形式として実施した。左の要点が

穴あきになっている資料に沿って説明。

①地域愛やコミュニティづくりと防災まちづくりの関係

②住民主体・共助で命を守るまちづくり

③遊ぼう×防災『あそぼうさい』の紹介

学生達は、要点について随時記入するなど、熱心に受講

していた姿が印象的だった。
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ＳＤＧｓフェスティバル IN 小倉

令和元年１１月２４日（日）

１ 日時 令和元年１１月２４日（日）１１：００～１８：００

２ 場所 船場広場

３ 参加者 ブース来場者 約２４０人

漠然とした理念であるSDGsやESDだが、具体的な表現にしていくことで、よりその価値が伝わっていく。

地域コミュニティを活動フィールドとする当団体にとって、とても有意義な表現となったと感じる。

地域の未来を考えるシンポジウムの前哨戦と位置づけ

参加したフェスティバル。エコライフステージと同時開催の

このイベントは北九大のＥＳＤプロモートの学生が主となり

運営している。今回はユース（35歳以下）が出展条件。

SDGs目標11：住みつづけられるまちづくりをコンセプトに

地域コミュニティの大切さを表現したボールすくいゲームを

製作した。また、イベントに来場の記念に写真撮影をして

いただく際に、北九州の名所・名物カードを吊り上げて

いただき一緒に撮影していただく。

多くの方に来場いただき、1,000個のボールも売り切れた。
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『まちクエスト』決起集会

令和２年１月１４日（火）

１ 日時 令和２年１月１４日（火）１９：００～２０：３０

２ 場所 ウェルとばた 多目的ホール

３ 参加者 まちクエスト協力者 ３９人

若い世代の地域コミュニティへの巻き込みの方策については、ずっと検討されてきた課題であるが、こうした

子ども達への遊びに変化させた取組みは極めて珍しく新しいものである。是非、成功モデルとさせたい。

毎年、地域活動のノウハウの共有のため北九州市役所主催で「地域のちから報告会」を開催している。

今年度は、国（自治総合センター）の採択・助成を受け、拡大実施されることとなり、地域コミュニティの

育みに向け、例年の内容から増強されることとなったとのこと。

特に、若い世代の地域コミュニティが希薄になってきていることを課題視し、今回は、小学生ぐらいを

ターゲットとし、その親子世代向けの「まちの要素で遊ぶ」仕掛けができないかとの依頼があった。

あそぼうさいは、防災を遊びに変え関心の低い層を引き込むことを狙っているが、これについては、

「まち」というものをゲームや体験で表現し、このイベントを通じて、地域やコミュニティへの視線や

完成を育むことを目指す。

様々な分野の方々にご協力いただき、多ジャンルのワーキンググループを設置し、企画・検討を進めている。

また、まちブースの実施において、２１の団体にご協力いただくよう準備しており、趣旨説明などを含め

決起集会を開催した。

各団体とも、子ども達への関わりや、地域コミュニティへの想い入れは強く、多彩なメンバーで良いものを

創り上げることができる士気が上がったように感じる。当団体が運営主体となるが、こうして多くの人達の

力を借りて進めていきたいと感じた。
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『まちクエスト』事前説明会

令和２年２月１日（土）

１ 日時 令和２年２月１日（土）１８：３０～２０：００

２ 場所 ウェルとばた 多目的ホール

３ 参加者 まちクエスト協力者 ６４人

これだけの人たちが、ともに取り組もうとしている。これだけでもとてつもなく大きな成果のように感じる。

当日は多くの子ども達に来ていただき、様々な「まち」を体感してほしい。広報ラストスパート！

●ガイドボランティアサークルゆう・あい

●若松TERAKOYAプロジェクト

●聞き書きボランティア「平野塾」

●企画X（きかくっす）

●ＫＩＤ’ｓ work

●牧山ジュニアクラブ

●市民カレッジ防犯チーム

●九州ユースワークカレッジ

様々な人たちが、それぞれの分野で、子ども達へ

「まち」の想いを表現する！一緒に体験や遊びを

通じて、まちや人のつながりを感じてほしい！

そうした想いを真ん中において、当日のまちクエスト

を迎えます！

いよいよ一週間前！当日の流れや注意事項を確認し

気持ちを揃える集会となりました。

●認知症草の根ネットワーク

●東朽網校区「男のよか余暇塾」

●遊びの達人 宮崎航二

●北九州ＥＳＤ協議会

●地域力アップセミナーH29年度卒塾生【cordＣ】

●地球人2014 with Bee(地域力アップセミナー卒塾生)

●西門司校区子ども会連合会

●九州共立大学地域創造学科

これだけの大きな企画をつくるにあたり、当団体のみではとても対応しきれず、多くの方々に共感いただき

協働していくこととなった。同じ目標に向かい、一緒に取組んでいくことができていように感じる。

協働団体♪
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令和２年２月８日（土）

１ 日時 令和２年２月８日（土）１４：００～１６：３０

２ 場所 ウェルとばた 多目的ホール

３ 参加者 子ども300人、大人150人、スタッフ141人

地域コミュニティへの課題に対し、子ども達に教えるのではなく、遊びを通じて「感じてもらう」チャレンジ

となった。予想を超える大勢の子ども達で賑わい、協力者の数だけでもとても多く、「子ども達を温かく

迎える」雰囲気がとても良かった。まさに地域の輪・和の根本に触れたように思った。

ウェルとばたに出現させた“まち”。電柱、横断歩道、信号、看板、ポスト・・・

来場した子ども達がこのまちで探険をしていきます。様々な角度から“まち”を見つけていこう！

“まち”には色んな人達がいて、何かの役にたっていたり、困っている人がいたり。

まちに関わる大勢の方々が、子ども達へ“まち”を伝えるために結集し、25のブースを作りました。

好きっちゃも共立大とコラボしながら、「ご近所セーフティネットボールすくい」「好きっちゃ釣り」

「市政だより配布タイムアタック！」「一階の人を助けてあげて！」「みんなのまち、美しく☆」のブースを

つくり、『あそびながら“まち”を感じる』仕掛けとなった。

たんけん！はっけん！ぼくらのまち！
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